
NEWS NEWS
　
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
対
策
を
進
め
る
上
で
、
ウ
イ
ル
ス

を
国
内
に
持
ち
込
み
拡
散
す
る
リ
ス
ク
の
あ
る

野
鳥
で
の
、Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
重
要
で
す
。
環
境
省
は
、
野
鳥
に
お
け
る

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
監
視
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
発
生

　
24－

25
シ
ー
ズ
ン
の
家
き
ん
農
場
で
発
生
し

た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
、Ｈ

Ｐ
Ａ
Ｉ
）
は
、
2
0
2
4
年
10
月
17
日
に
北

海
道
で
初
発
事
例
を
確
認
し
、
04
年
以
降
で

最
も
早
い
時
期
の
発
生
で
し
た
。
ま
た
、
日

本
国
内
で
の
発
生
も
５
シ
ー
ズ
ン
連
続
と
な

り
、
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
に
14
道
県
で
51
事
例

が
発
生
し
、
発
生
事
例
数
は
過
去
３
番
目
の

多
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
特
徴
は
、①
３
県
の

家
き
ん
農
場
集
中
地
域
に
お
け
る
発
生
が
32

事
例
と
全
体
の
約
63
％
を
占
め
る
こ
と
②
過

去
に
発
生
を
経
験
し
て
い
る
農
場
に
お
け
る

再
発
や
20
万
羽
以
上
の
家
き
ん
を
飼
養
す
る

農
場
で
多
い
こ
と
―
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
野
鳥
で
は
24
年
9
月
30
日
に
北
海
道
の
ハ
ヤ

ブ
サ
で
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
感
染
を
確
認
し
て
以
降
、

25
年
６
月
25
日
時
点
で
19
道
県
２
２
７
事
例

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
24

－

25
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
的
に
長
期
間
に
わ
た

り
、
家
き
ん
農
場
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
状
態
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
世
界
の
発
生
状
況
に
目
を
向
け
て
も
、
今

後
も
発
生
は
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
25－

26
シ
ー
ズ
ン
も
10
月
以
降
、
渡

り
鳥
と
と
も
に
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
に

侵
入
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
農
場

で
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に

農
場
密
集
地
域
や
過
去
に
発
生
し
た
農
場
で

は
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
入
念
な
対

策
が
必
要
で
す
。

　
渡
り
鳥
の
飛
来
状
況
は
、
東
北
地
方
・
伊
豆

沼
で
の
観
測
数
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
と
も
に
、

渡
り
鳥
が
日
本
全
国
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
に
は
西
日
本
・
九
州

に
お
い
て
も
飛
来
数
が
増
加
し
て
い
ま
し
た（
図

２
）。
25－

26
シ
ー
ズ
ン
も
早
い
時
期
に
対
策
を

行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
で
は
こ
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な
野
鳥
で
Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｉ
が
確
認
さ
れ
た
の
か
を
可
視
化
し
た
も
の

を
、Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
か
ら
、
渡
り
鳥
か
ら
伝
播
し
た
ウ
イ
ル
ス

を
農
場
に
持
ち
込
む
リ
ス
ク
の
あ
る
カ
ラ
ス
に

つ
い
て
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
３
）。

冬
季
の
消
毒
効
果
を
高
め
る
工
夫

　
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
ウ
イ
ル
ス
は
消
毒
薬
に
弱
い
で
す

が
、
冬
場
の
低
温
環
境
で
は
消
毒
薬
の
化
学
反

応
が
鈍
り
、
効
果
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
課
題
に
は
、
消
毒
薬
の
ア
ル
カ
リ

生
動
物
の
侵
入
を
許
す
こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
を

鶏
舎
に
招
き
入
れ
る
こ
と
に
近
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
金
網
に
破
れ
や
隙
間

が
な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
、
速
や
か
に
補

修
し
ま
し
ょ
う
。

　
壁
の
穴
や
換
気
扇
の
開
口
部
も
重
要
な
侵

入
経
路
で
す
。
ま
た
、
鶏
舎
周
辺
の
除
草
や

清
掃
を
徹
底
し
、
野
生
動
物
が
寄
り
付
か
な

い
環
境
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
物
理

的
な
防
御
と
環
境
整
備
の
両
面
か
ら
農
場
を

守
り
ま
し
ょ
う
。◆

　
◆
　
◆

　
ウ
イ
ル
ス
を
鶏
舎
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が

最
も
効
果
的
な
予
防
対
策
で
す
。
ヒ
ト
、モ
ノ
、

野
生
動
物
が
鶏
舎
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん
で

し
ま
う
危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識

し
、
防
疫
徹
底
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

2
0
2
4－

25
シ
ー
ズ
ン
の

H
P
A
I
発
生
状
況（
図
１
）

野
鳥
に
お
け
る

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
状
況
の

可
視
化
の
取
り
組
み

化
が
有
効
で
す
。「
フ
ィ
ー
ネ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
Ｆ
Ｎ

Ｐ
パ
ウ
ダ
ー
」
を
消
毒
に
使
う
逆
性
石
け
ん
へ

添
加
し
て
く
だ
さ
い
（
図
４
）。
溶
液
が
ア
ル
カ

リ
性
に
な
る
こ
と
で
、
低
温
下
で
も
安
定
し
た

消
毒
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
冬
季
こ
そ
確
実
な

消
毒
を
実
践
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
阻
止
し

ま
し
ょ
う
。

　
野
鳥
や
ネ
コ
、
イ
タ
チ
な
ど
の
野
生
動
物

は
、Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
ウ
イ
ル
ス
を
農
場
内
に
持
ち
込

む
主
要
な
媒
介
者
と
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
野

効果的な予防対策を徹底しよう
高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）シーズン到来！

養鶏生産者、関係者の皆様へ

農場、鶏舎、
関連施設にウイルスを

図2  24年11月・12月の渡り鳥の飛来状況

図3  24-25シーズンの国内における野鳥でのHPAI発生状況
      ＜時空間マップによる可視化＞

図4  フィーネナチュラルＦＮＰパウダーで消毒薬をアルカリ化

持ち込まない 持ち出さない拡げない

24年11月30日 24年12月20日

鶏舎への野生動物侵入防止の取り組み
～調査・対応事例のご紹介～

JACCネット
時空間三次元マップ

環境省
野鳥におけるHPAI発生状況

集卵ベルトの開口部から侵入
する野生のネコ

カラス類
ガンカモ類
猛禽類
ハクチョウ類
ツル類
カモメ類
環境材料

水鳥を中心に5月以降も発生が継続する。
最終発生は6/17

カラスを中心とした発生に移行する

ガンカモ類、ハクチョウ類など
渡り鳥での発生が続く

分量の目安
水20リットル………………40g
水100リットル……………200g
水300リットル……………600g
水500リットル……………1kg

フィーネナチュラル
FNPパウダーは、水の
量に対して0.2％で溶解
する。

JACCネット

検査優先種1●鳥インフルエンザに感受性が高く、死亡野
鳥等の調査で検出しやすいと考えれられる19種（例：マガ
ン、コハクチョウ、ヒドリガモ、オオタカ、ハヤブサ等）
検査優先種2●さらに発見の可能性を高めることを目的とし
た8種（例：マガモ、オナガガモ、オオワシ、フクロウ等）
検査優先種3●感染の広がりを把握することを目的とした鳥
類（例：カルガモ、カワウ、ハシボソガラス、ハジブトガラス等）

検査優先種について

24－25シーズンにおける
渡り鳥の飛来状況

野
生
動
物
の
侵
入
を

徹
底
的
に
防
ぐ

図1  24-25シーズンのHPAI発生農場

出典：農林水産省HP

赤：発生農場

青：疫学関連農場

※番号は発生が確認された順番

同一地域において長期間に
わたりカラスでHPAIが多発
し、ウイルスが農場に侵入する
リスクが高まっている状態
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